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－１－ 

大和市民活動センター［拠点やまと］ 第 89号 2014年 12月 1日発行 

 

手  

手 

 ＜今月号掲載＞ 

 ●「カッコーフェスタ‘14盛り上がりました」「イーパーツ パソコン寄贈のお知らせ」  ・・・・・・・・・・・・・・p.2 

 ●「10周年記念パネル巡回展を開催します」「10周年記念交流会を開催しました」 ・・・・・・・・・・・・・p.3 

 ●「FMやまと～やまとっこ☆みつけた～」「活動分野シリーズ」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.4 

２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

今年は大和市民活動センター設立１０周年 

[活動分野]シリーズ（9） 

 ～消費者の保護～ 

4 ページをご覧ください。 

「センター」のモットー 
 
   あの手この手 

楽しいことがあるのなら 

みんなで一緒に楽しもう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で楽しもう 
 
困ったことがあるのなら 

みんなで一緒に解決しよう 

あの手この手で考えて 

あの手この手で解決しよう 
 
あの手この手の作戦会議 

あの手この手で問題解決 

イラスト＆メッセージ  

          大津真理子さん 

 

テーマ「夢」を私なりのイメージで 

コミカルに仕上げました。夢が覗

ける色メガネで家族の姿を見てみ

たら・・・みんなそれぞれ夢がある

のねえ～ 

お嫁さん・金メダリスト・コックさん・

宇宙飛行士・・・ 

あら、パパとママの夢は？ 

「今日と変わらない毎日が続くこ

と」ですって。 

夢は十人十色だね。 

 

 

「YAMATOイラストレーションデザインコンペ」作品シリーズ その 7 「いろんな夢があるんだねぇ 」 

「YAMATO イラストレーションデザインコンペ」は市民活動団体「ドラマティック

カンパニーYAMATO50」が大和市文化振興課と協働事業で実施しています。

若者の発表活動をサポートするとともに、大和をイラスト溢れるまちに変えていく

ことを目的に、平成23年度から実施している公募型のコンペです。「あの手この

手」では、来年 3月号までの表紙に 10回シリーズで入賞作品を紹介します。 

＜年末年始 閉館のお知らせ＞ 
 

今年 12月 29日（月） ～ 来年 1月 4日（日）  

までお休みです。 

    年明けの 1 月 5 日（月） から開館します。 

今年もみんなで大掃除しましょう！ 

12月 27日（土）10：00～12：00 

大勢で掃除すれば、あっという間にキレイに。 

その後は交流会です。（15：00閉館） 



 
 
 
 

－２－ 

ワークショップ会場では、こんな感想が・・・ 
 

～公益的な市民活動団体へパソコン寄贈～ 

大和市民活動センター登録団体にはＰＣ5 台枠で

の募集です。    

   ＜募集期間＞ 

      2014年 12月 15 日（月）～ 

2015年 1月 23日（金） 

  ＜提出資料＞ 

      活動報告・団体規約・会計報告など 

 ＊寄贈式は 2015年 3月 14日（土） 

        大和市勤労福祉会館３Ｆホール 

展示、販売会場では・・・ 

「大和南京玉すだれの会」 

＜玉すだれと皿回しに挑戦＞ 

・玉すだれがあんなしくみになっていた 

 なんて、びっくりした。 

・初めて参加させていただいて、とても 

 楽しく、うれしかったです。 

「食のアトリエ」 

＜地域通貨ゲーム＞ 

・助け上手の人なのに、助けられ上手 

 になった。積極的に手を上げよう！ 

・お互いが助け合うことにより、人と人 

 の輪ができ、コミュニケーションが生 

 まれ、楽しい、安心して住める地域が 

 できることを願います。 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おりがみサークル」 

＜折り紙に挑戦＞ 

・むずかしいけど、ヤマトンがかわいく 

 できて、よかったです。 

・コマは大変むずかしくて、途中でどう 

 なったか、さっぱり。4枚合わせは作 

 れそうなので、お正月まで沢山折って 

 老人ホームの人と楽しみたいです。 「チームピースチャレンジャー」 

＜サリーの着付け体験＞ 

・初めてのサリー体験はとても新鮮で素 

 敵でした。一枚なのに、温かさも感じ 

 女性らしさがとても引き出されて新た 

 な発見で、とても魅了されました。 

 

「アトリエピッピ」 

＜スタンプでオリジナルグッズ作り＞ 

・いろいろなものやかたちができて、楽 

 しかったです。またやりたいです。 

・子どもと一緒に遊びながら作れて、楽 

 しかったです。 

・かなり、なやみながら？レイアウトを頑 

 張っていました。 
「デイサービス ハッピー鶴間」 

＜認知症理解の第一歩＞ 

・いろんなアプローチで認知症の方々 

 の能力を引き出す。卓球バレーやバ 

 ーチャルトラベルの実例を見せてい 

 ただきました。通いたくなる、通うのが 

 楽しくなるデイサービスですね。 

・ボランティアに活用させていただきた 

 いです。 

「やまと災害ボランティアネットワーク」 

＜防災マップ作り＞ 

・東日本大震災の時は中学１年生で、 

 とても怖い思いをした。「防災マップ」 

 は大事なものなんだと思った。 

・このプログラムを自治会などに広げた 

 い。出張講演をお願いします。 

「ナルク横浜」 

＜助け合い・奉仕・自立を目指して＞ 

・ボランティアの数を増やすための施策 

 の一つとしての可能性を感じます。 

・資本主義の中でただお金だけがすべ 

 てではない関係は必要。地域での関 

 係は素晴らしい活動だと思います。 

「おんがくサークルスマイル」 

<親子で音楽あそび＞ 

・子どもたちがイキイキと楽しめて、とて 

 もよかったです。自分の子たちもまわ 

 りのみんなもニコニコでとても Happy 

 な時間でした。 

・普段、子どもと遊ぶ機会がないので、 

 よい時間を過ごせました。 

「アップルポリシャー」 

＜英語で絵本の読み聞かせ＞ 

・子どもとの対話、みんなで声を出して 

 英語を発音してみれば、参加者も更 

 に楽しめると思いました。 

 

 

 「大和市地域活性化実行委員会」 

 ＜南林間～西鶴間バージョン DVD鑑賞とみんなで踊ろう＞ 

 カッコーフェスタ参加者全員で「恋するフォーチュンクッキー」を踊りました。 

「食のアトリエ」 

奈良少年刑務所の少年たちの詩集「空が青いから白を選ん

だのです」はアトリエ憲章の草案者・寮三千子さんが編集。

柏木学園高校の濱谷先生が毛筆で書いた詩を数編展示。

通りがかりの人たちの涙を誘っていました。 

「カトレア会」 

昨年、樹脂粘土で作るお花作りに参加した小学生から今年

もやりたいとの希望が寄せられ、今年も実施。熱心に教えて

もらっていたのが印象的でした。 

「引地川水とみどりの会・こどもエコクラブ」 

恒例のゴミ分別クイズは、企画から当日の運営までを子ども

たちが実施。用意した景品がなくなったところで終了。テント

張りから撤去まで積極的に活動しました。 

「パン工房 麦の香り」 

障がい者に働く場を提供し、自立を支援するパン屋さん。 

人気の「カッコちゃんパン」を求めて来店する人もいて、両日

とも完売。突然の雨には自前のテントを張っての対応で、大

事なパンを濡らすことなく販売できました。 

「いきいきフォーラム草の根支援」 

ネパールの紅茶を販売しながら、支援先の実情を話し、「お

りがみサークル」より寄贈された作品を、支援先に持って行

って交流した写真も展示しました。 

「WE２１ジャパン大和」 

アジアの女性の自立支援活動のために、フェアトレード品、

リメイク品などの販売をして、支援を呼びかけていました。 

「ナルク横浜」 

手作り品の販売をしながら、ボランティア活動に参加する仲

間を募っていました。 



 
 
 
 

－３－ 

大和市民活動センター10周年記念パネル巡回展を開催します 
 

 

以下の施設にて掲示します。 
 
  大和市役所ロビー 

   12 月 16日(火)～19 日(金) 

  渋谷学習センター（IKOZA） 

   1月 28日(水)～2月 3日(火) 

  桜ケ丘学習センター 

   2 月 3日(火)～8日(日) 

  イオンホール 

   未定 

11月 6日（木）くもり 
昨日、カッコーフェスタ‘14 の吊り看板を吊っ
た。「遠くから見て、センターに洗濯物がいっぱ
いだ～」と思ったと、来館者。なるほど、洗濯物
ね、と笑ってしまったが、公園に子どもたちを連
れていく保育園の先生は、「パタパタきれいだ
ね～。お祭りなんだね。」と指差していた。 

１．「ようこそ市民活動センターへ」 

２．「市民活動センターって？」 

３．「共育セミナー」 

４．「あの手この手」 

５．「あの手この手表紙絵」 

６．FMやまと「やまとっこ☆みつけた」 

７．「カッコーフェスタ」 

８．「ボランティア活動推進」 

９．「ネットワーク交信」 

10,「登録団体一覧」 

大和市民活動センター10周年記念交流会を開催しました 

大和市民活動センターの 10年の歩みを 10枚のパネルに仕立てました。 

市役所ロビーをスタートに各施設にて掲示します。 

11月 22日(土)13：00～16：30 勤労福祉会館３Fホールにて 

エレベータートークって？ 

初めて会った人に 1分間で自己紹介。 

今回は所属している団体の活動紹介を 2人ペアになって実

施。1 回目が終わったところで、1 分を十分活用できるように

修正して、2回目に挑戦。3回目は全員に向けての発表とし

ました。自分たちの活動の整理をして伝え、そこから課題も

みえてきたところで、参加者全員で意見交換会としました。 

 

 

 

 

1部の市民活動センターの10年の歩みでは、市民経済部

の北島部長が開設までを、開設からの 10 年を拠点やまと

の関根会長がパワーポイントで紹介。 

2 部のエレベータートークでは、1 分間の自己紹介を経

て、出てきた課題について、全員で話し合いました。 

3 部の茶話会では、懐かしい人との再会や、お互いの活

動についての話でおおいに盛り上がりました。 

課題は大きく６つに分けられました 
活動する人材・ボランティア 

・ スタッフが増えない。 

・ 活動がひろがり、ボランティアが足りな

い状況が続いている。 

・ 仕事の合間を利用してのボランティア

的な活動なので、時間と内容に制限が

生じている。 

☆イキイキとした活動があることを見せ

て、知ってもらうことが大事では。 

☆同じような目的をもって活動している団

体同士がいっしょに活動できないか。 

☆ＮＰＯや自治会がつながって、地域が

幸せになることが私の望みです。 

 

世代交代 

・ メンバーの高齢化→世代交代したい。 

・ 高齢化でプラスに考えられない。 

・ 実行委員が交代できない。新しい仲間も増えない。 

☆この人とねらいを定めて、引き込むことも必要。 

資金調達 

・ 資金調達に苦心している。 

☆企業と活動グループとのマッチ 

  ングの企画。 

ＰＲ活動 

・ 協働事業などの市民活動が残 

 念ながら多くの市民に承知しても 

 らっていません。広報紙だけでは 

 なく、ＰＲの工夫が必要。 

☆自信をもって活動をＰＲする。 

☆イベントをたくさん企画してボラン 

ティアの機会を提供し、常にボラン 

ティア情報を発信して活動を継続 

してもらっている。 

 

その他 

・常勤スタッフがいつも拠点にいて 

市民活動の次のステージを開拓

するための調査研究や研修がで

きるとよい。 

・継続は力です。今後も頑張って。 

・協働事業がきっかけで市民の多く 

が恩恵を受けています。 

・拠点が複数あったら、サテライトに 

特派員がいたり、足りない部分を

他が補うような仕組みづくりができ

るのでは。 

・どうして補助金が必要なのか、補  

 助金が無くなった場合のことを考 

 えておく必要がある。 

 

企業・地域との関わり 

・ 発達障害の人たちが社会に貢献するこ 

  とを望んでいるので、市内にその場を 

  見つけたい。 

☆センターが企業と活動団体の架け橋に 

  なってほしい。 

10周年の歩みを説明する関根会長と 
北島部長(右) 

麦の香りのパン、おいしそう～ 

「ようこそ大和市民活動センターへ」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

－４－ 

第 224 回 11/4(火) カッコーフェスタ‘１４ 盛り上げ隊 

   ～FMやまとのスタジオでも盛り上がりました ～                   

第 225 回 11/18(火) 大和市芸術文化振興会 

～文化の薫りする心豊かなまちづくり～ 

 

   「あの手 この手」 第 89 号  発行日・2014 年 12月 1日     発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 

  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 

12/2（火）憲法を学ぶ会 

真面目に政治や経済の話ができる気楽な場があれば

と、活動を始めました。 
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★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

12/16（火）子育てママ応援プロジェクト 

子育てママを支援することを目的に無料講座を開催

し、参加者同士の出会い、交流をサポートしています。 

 

盛り上げ隊の仲間として 「大和南京玉 

すだれの会」 「NPO法人ピープゥ・ラボ」  

「デイサービス・ハッピー鶴間」と 「大和 

市民活動センター」からの 4人で、にぎ 

やかに出演しました。  

カッコーフェスタの呼び物「ワークショップ」（参加型セ

ミナー）に参加する団体の皆さんです。カッコーフェス

タでの催し内容・団体の活動紹介・近々予定のイベン

ト PR などを放送できました。番組 1 時間では参加 20

団体の紹介やカッコーフェスタでの活動詳細は無理

ですね。でも出演した初対面の皆さんが名刺交換を

したり、ジョニーさんと楽しくオシャベリができました。

おまけに新人女性パーソナリティーの露木さんと並ん

で写真を撮ったり、お祭り前夜のにぎわいの雰囲気で

した。活動交流の「カッコー」です 

ので、ここ「FMやまと」スタジオも 

交流の場となりました。 

 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

＜出演しました＞ 録音 CDが大和市民活動センターにあります。 

     11月は「カッコーフェスタ」「10周年記念交流会」 

   と、センターの大きなイべントが続き、どちらも参加し 

てくださった方々のご協力で、無事に終了することができ 

ました。ありがとうございます。 

「カッコーフェスタ」では、「こどもエコクラブ」の子どもたち 

の頼もしく成長している姿に感動しました。 

「10周年記念交流会」では、センターを温かく見守ってく 

ださっている方たちがたくさんいらっしゃることが分かり、 

心がほっこりしました。感謝申し上げます。（石川美恵子） 
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第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

演奏家とスタッフ会員で構成。30人ほどが会員です。

基本はクラシックの演奏をしていますが、童謡からポ

ップス、ジャズまで幅広く演奏しています。 

声楽家の柏木さんはヴォイストレーニングの指導で

は、発声は同じですが、ジャンルは音域と思いで変わ

ると説明をされました。演歌はビブラートをつけるよう

に曲ができているので、それなりにこぶしがまわせると

のこと。歌はテンションが上がらないと声が出ないの

で、「まず、笑いましょう！」と言って笑います。次にジ

ャンプを 30 回くらいしてから、あくびをして、身体をほ

ぐしてから歌には入ります。そうすると、力が抜けて声

が出てくるのですと、楽しそうに説明されました。 

サックス奏者の渡辺さんは、ママさんブラスバンドの

指導もしていて、小学校での音楽鑑賞では、子どもた

ちに「自由に聴いて踊っていいよ」と言ったら、すご

く楽しそうに踊っていました。ママさんたちも楽

しんでいましたと、最近の活動を語りました。 

 

[活動分野]シリーズ（9）：消費者の保護 

          スーパーの店頭の野菜に、輸入の品が目立 

つようになりました。アメリカのブロッコリー、 

韓国のパプリカ、ニュージーランドのカボチャ 

やタマネギ。毎月、「生産者と消費者が手を

つなぐ会」の安全委員会では、鶴間駅近くの『太陽と緑の家』

で、野菜のビタミン C と硝酸イオンの測定を行っています。 

食品の選択は、外観と品質表示でするわけですが、野菜につ

いてはその栄養分までは把握できません。流通時間や温度

管理、栽培条件などが悪いとビタミンの含有量は減少します。

日本食品標準成分表の野菜中のビタミン C 量もホウレン草な

どは 30年前の半分という例がいくつもあります。また畑に過剰

に投入される化学肥料は、土壌の窒素過剰となって農産物中

の硝酸イオンを増加、健康への悪影響が指摘されています。

ヨーロッパでは規制基準のある硝酸イオン濃度が、日本では

基準がありません。食品残渣も窒素源として家畜の飼料や肥

料へ循環されれば、環境へ放出される総量を減らすことにつ

ながり、河川や海の汚染を改善することにつながります。 

 

           

 

 

 

                                                                     

 

 

 

地元で生産される野菜など食べものの安全性のこと、短

い流通で届くことで減る二酸化炭素の排出、野菜本来の

鮮度や味、地域の農業が育ててきたタネや豊かな食文化

の継承、災害時のスペースの確保や菜園での土に触れ

る体験、河川や海・山林など身近な環境の改善。身近な

生産者と手をつなぐことから、これからの暮らしが見えてく

るのではないでしょうか。 

     「生産者と消費者が手をつなぐ会大和」高野芙由男 

 

 


